
財
政
赤
字
の
現
状

　

わ
が
国
の
財
政
収
支
の
現
状
を
概
観

し
て
み
る
と
、
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、

す
う
勢
と
し
て
み
る
と
赤
字
は
拡
大
の

方
向
に
あ
る
。
世
界
同
時
不
況
の
２
０

０
９
年
度
に
は
▲
64
・
１
兆
円
と
非
常

に
大
き
な
赤
字
に
な
っ
た
あ
と
、
最
近

で
は
少
し
持
ち
直
し
て
き
て
い
る
が
、

15
年
度
の
▲
41
・
８
兆
円
（
予
算
案
、

以
下
同
じ
）
と
い
う
数
字
は
一
般
会
計

税
収
（
54
・
５
兆
円
）
の
76
・
７
％
に

相
当
す
る
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
図
２
は
、
歳
出
の
主
な
内
訳

を
図
示
し
た
も
の
で
、
歳
出
の
中
で
最

も
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
し
か
も
こ
の
と

こ
ろ
増
加
が
目
立
つ
の
は
社
会
保
障
関

係
費
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
度
の
社
会
保
障
関
係
費

は
31
・
５
兆
円
と
歳
出
の
32
・
７
％
を

占
め
て
い
る
。
１
９
８
０
年
度
か
ら
２

０
１
５
年
度
ま
で
の
35
年
間
の
累
計
額

で
み
て
も
６
７
７
・
９
兆
円
と
、
歳
出

全
体
の
24
・
６
％
を
占
め
る
最
も
大
き

な
支
出
項
目
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
関
係
費
は
、
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
に
対
す
る
助
成
金
と
、
介
護

保
険
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を

運
営
す
る
費
用
の
助
成
金
な
ど
か
ら
な

る
社
会
保
険
費
が
中
心
で
、
社
会
福
祉

や
生
活
保
護
、
失
業
対
策
に
使
わ

れ
る
金
額
は
そ
れ
に
比
べ
る
と
小

さ
い
。

　

歳
出
の
中
で
２
番
目
に
ウ
ェ
イ

ト
が
高
い
の
は
国
債
元
金
の
償
還

や
利
息
支
払
い
に
必
要
な
国
債
費

で
、
過
去
35
年
間
の
累
計
額
は
５

５
５
・
５
兆
円
と
歳
出
全
体
の

20
・
２
％
を
占
め
て
い
る
。
わ
が

国
の
財
政
が
多
額
の
資
金
不
足
状

態
（
赤
字
財
政
）
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
財
政
が
破
た
ん

し
な
い
か
と
い
う
と
、
国
債
の
元

金
の
償
還
や
利
息
支
払
い
に
必
要

な
費
用
を
賄
う
た
め
に
新
た
な
国

債
が
発
行
さ
れ
、
市
場
に
お
い
て

そ
れ
が
円
滑
に
購
入
さ
れ
て
き
た

データ出所：財務省
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図 1　財政収支の動き

図 2　歳出の主な内訳

　今やわが国の財政赤字は名目GDPの2倍に達し、
財政危機がいつ発生しても不思議はない水準に
ある。なぜここまで大幅な財政赤字になってしまった
かというと、一般には少子高齢化にあるとされている。
しかし、過去に遡ってデータを調べてみると、2000
年度と08年度に社会保障関係費の中の社会保険
費が急増しているのが分かる。原因は2000年度
からはじまった「介護保険制度」と、08年度から
はじまった「後期高齢者医療制度」にある。これら
２つの制度においては患者の自己負担率は1割に
過ぎない。仮にこの部分が所得や資産の多寡に
見合った負担率になっていたならば、財政赤字問題
はかなり傷の小さなものであったはずである。

何が財政赤字
拡大の原因か



か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
２
０
１
５

年
度
の
歳
出
予
算
に
占
め
る
国
債
費
の

ウ
ェ
イ
ト
は
24
・
３
％
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
は
借
金
を
借
金
に
よ
っ
て
返
す
金

額
が
歳
出
全
体
の
４
分
の
１
に
達
し
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
、
企
業
や
家
計
を

例
に
考
え
れ
ば
「
正
常
」
と

は
と
て
も
言
え
な
い
状
態
で

あ
る
。
２
０
１
５
年
度
の
歳

出
に
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
３

番
目
に
高
い
の
は
地
方
交
付

金
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
比

較
的
小
幅
な
増
加
に
止
ま
っ

て
い
る
。
４
番
目
は
公
共
事

業
関
係
費
で
、
バ
ブ
ル
崩
壊

直
後
の
１
９
９
０
年
代
前
半

に
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
２

０
０
０
年
代
に
入
る
と
そ
の

反
省
も
あ
り
、
す
う
勢
と
し

て
み
る
と
抑
制
さ
れ
て
き
た
。

社
会
保
障
関
係
費
が

大
幅
に
増
加
し
た
原
因

　

図
３
は
、
社
会
保
障
関
係

費
と
、
そ
の
主
な
内
訳
を
図

示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

社
会
保
障
関
係
費
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
社
会
保
険

費
が
中
心
で
、
社
会
保
障
関

係
費
に
占
め
る
社
会
保
険
費

の
割
合
は
73
・
３
％
（
２
０

１
５
年
度
）
と
圧
倒
的
に
大

き
い
。
歳
出
全
体
に
占
め
る

割
合
も
24
・
１
％
と
約
４
分

の
１
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
生
活
が
苦
し
い
家
庭

に
支
給
さ
れ
る
生
活
保
護
費
は
、
す
う

勢
と
し
て
み
る
と
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

金
額
は
３
兆
円
未
満
で
あ
る
。
失
業
対

策
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
失
業
対
策
費

や
住
宅
対
策
費
も
、
景
気
悪
化
時
に
増

加
す
る
な
ど
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し

て
き
た
が
、
最
近
の
金
額
は
非
常
に
小

さ
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
赤
字
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
社
会
保
険

費
に
焦
点
を
当
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
頁
の
図
４
で
は
、
社
会

保
険
費
の
主
な
内
訳
を
図
示
し
て
み

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
１
９
９
９
年
度

ま
で
は
国
民
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
保

険
に
対
す
る
助
成
金
・
負
担
金
が
大
半

を
占
め
、
こ
れ
が
毎
年
ほ
と
ん
ど
同
じ

ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
き
た
が
、
増
加
の

テ
ン
ポ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
な

か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
２
０
０
０
年
度
に
創

設
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
と
、
２
０
０

８
年
度
に
創
設
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
よ
っ
て
社
会
保
険
費
は
急
速

に
膨
ら
ん
だ
。
そ
れ
が
図
の
斜
線
で
囲

っ
た
Ａ
の
部
分
で
、
２
０
０
０
年
度
か

ら
の
支
出
項
目
は
「
老
人
医
療
・
介
護

保
険
給
付
諸
費
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
２
０
０
８
年
度
の
大
幅

な
制
度
改
革
に
よ
り
「
医
療
保
険
給
付

諸
費
」
と
「
介
護
保
険
制
度
運
営
推
進

費
」
に
名
称
変
更
に
な
っ
た
（
以
下
で

は
一
貫
性
を
保
つ
意
味
で
、
こ
の
Ａ
の

部
分
を
「
老
人
医
療
給
付
諸
費
等
」
と

総
称
す
る
）。
２
０
０
８
年
度
と
09
年

度
の
間
で
「
老
人
医
療
給
付
諸
費
等
」

が
大
幅
に
増
え
た
主
因
は
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
介

護
報
酬
の
増
加
（
３
％
）
が
加
わ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、「
老
人
医
療
給
付

諸
費
等
」
の
増
加
テ
ン
ポ
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
程
度

か
と
い
う
と
、
２
０
０
０
年
度
は
１
・

０
兆
円
、
01
年
度
は
３
・
２
兆
円
と
１

兆
円
前
後
の
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
が
、
09

年
度
に
増
加
の
ピ
ッ
チ
が
上
が
り
、
13

年
度
に
は
10
・
４
兆
円
、
14
年
度
に
は

10
・
７
兆
円
と
２
ケ
タ
台
に
膨
ら
ん
だ
。

　

赤
字
財
政
の
下
で
は
、
２
０
０
０
年

度
の
１
・
０
兆
円
の
支
出
増
も
、
そ
の

後
14
年
度
ま
で
15
年
間
に
わ
た
っ
て
支

出
増
と
な
り
続
け
る
と
累
計
で
は
15
・

０
兆
円
（
＝
１
・
０
兆
円
×
15
年
）
の

支
出
増
に
な
る
。
２
０
０
１
年
度
の

３
・
２
兆
円
も
、
14
年
間
の
累
計
で
は

44
・
８
兆
円
（
＝
３
・
２
兆
円
×
14
年
）

の
支
出
増
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
２
０

０
０
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で
の
「
老
人

医
療
給
付
諸
費
等
」
を
全
て
累
計
す
る

と
５
５
８
兆
円
に
な
る
。
２
０
１
４
年

11
月
末
の
政
府
債
務
は
１
０
５
３
兆
円

で
あ
る
か
ら
、「
老
人
医
療
給
付
諸
費

等
」
の
増
加
に
よ
っ
て
53
％
も
政
府
債
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1

2

3

80 85 90 95 0 5 10 15

金融システム不安
（97～98年）  

ＩＴバブル崩壊
（01～02年）

リーマンショック
（08～09年）

大震災
（11年）

【左の図の一部拡大図】
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図 3　社会保障関係費の主な内訳



務
が
膨
ら
ん
だ
計
算
に
な
る
。
逆
に
言

え
ば
、
こ
の
部
分
の
赤
字
が
最
初
か
ら

な
け
れ
ば
（
あ
る
い
は
非
常
に
小
さ
け

れ
ば
）、
日
本
の
財
政
赤
字
は
半
分
程

度
に
止
ま
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
国
民
健
康
保
険
や
厚
生

年
金
保
険
に
対
す
る
助
成
金
や
負
担
金

が
増
加
を
続
け
て
き
た
影
響
（
図
の
Ｂ

の
部
分
）も
無
視
で
き
な
い
。
し
か
し
、

「
老
人
医
療
給
付
諸
費
等
」
は
そ
の
増

加
テ
ン
ポ
が
非
常
に
大
き
い
た
め
早
急

に
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
状
況

に
あ
る
。

　
問
題
は
介
護
保
険
等
の
患
者
の

自
己
負
担
率
が
１
割
で
あ
る
こ
と

　

と
は
い
え
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増

大
が
財
政
赤
字
の
主
な
原
因
で
あ
る
こ

と
は
一
般
に
も
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
問
題
は
、「
財
政
赤
字
の
主
な

原
因
が
２
０
０
０
年
度
に
新
設
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
と
、
08
年
度
に
新
設
さ

れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
あ
る
」

こ
と
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
人
は
あ

ま
り
お
ら
ず
、
こ
の
「
事
実
」
を
踏
ま

え
た
財
政
赤
字
解
消
の
議
論
が
行
わ
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
内
訳
デ
ー
タ
は
、
そ
も

そ
も
こ
の
よ
う
な
形
で
は
存
在
し
な
い

か
ら
で
あ
る
。
図
４
を
作
成
す
る
た
め

に
は
２
つ
の
官
庁
の
公
表
デ
ー
タ
を
細

か
く
吟
味
し
、
整
合
性
の
取
れ
る
形
に

調
整
し
な
い
と
な
ら
な
か
っ
た
。

　

財
務
省
が
発
表
し
て
い
る
の
は
社
会

保
険
費
の
ト
ー
タ
ル
だ
け
で
、
内
訳
項

目
は
公
表
し
て
い
な
い
。
一
方
、
こ
れ

ら
の
制
度
を
所
管
す
る
厚
生
労
働
省
は
、

２
０
０
７
年
度
ま
で
は
厚
生
労
働
白
書

の
巻
末
デ
ー
タ
の
中
で
、
社
会
保
険
費

と
そ
の
内
訳
項
目
を
公
表
し
て
き
た
。

し
か
し
、
２
０
０
８
年
度
と
09
年
度
に

行
わ
れ
た
制
度
変
更
を
機
に
大
幅
な
項

目
変
更
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
社
会
保

険
費
と
い
う
項
目
が
消
え
、
年
金
医
療

介
護
保
険
給
付
費
と
い
う
異
な
っ
た
項

目
の
内
訳
項
目
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
た
め
、
公
表
デ
ー
タ
の
ま
ま
で
は

過
去
と
連
続
さ
せ
て
デ
ー
タ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る

（
た
だ
し
、
内
訳
項
目
の
金
額
が
非
常

に
大
き
い
の
で
デ
ー
タ
を
接
続
さ
せ
る

こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
）。

　

お
そ
ら
く
財
務
省
は
「
予
算
全
体
は

責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
が
、
内
訳
デ

ー
タ
は
個
々
の
官
庁
に
任
せ
る
」
と
い

う
考
え
方
に
立
ち
、厚
生
労
働
省
は「
制

度
変
更
が
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に

則
し
て
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
い
る
だ
け

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
野
球
で
言

え
ば
、「
セ
ン
タ
ー
と
ラ
イ
ト
の
間
に
ボ

ー
ル
が
落
ち
た
が
、
両
者
が
お
見
合
い

状
態
に
あ
っ
た
」
と
考
え
る
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
今
や
わ
が
国
で
最
も
重
要

な
経
済
問
題
は
巨
額
の
財
政
赤
字
問
題

で
、
そ
れ
を
ど
う
し
た
ら
良
い
か
と
知

恵
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

「
不
明
朗
な
状
態
」
に
あ
る
と
い
う
の

は
、
驚
き
を
超
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
財
政
赤
字
の
主
な
原
因

は
介
護
保
険
制
度
と
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
あ
る
」
と
い
う
「
事
実
」
が
明

ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
財
政
赤
字
肥

大
化
の
原
因
は
「
少
子
高
齢
化
に
あ
る
」

と
言
わ
れ
続
け
て
き
た
。
財
務
省
が
毎

年
発
表
し
て
い
る
「
日
本
の
財
政
関
係

資
料
」（
平
成
26
年
10
月
）
で
は
、「
高

齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
社
会
保
障
給

付
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た

漠
然
と
し
た
表
現
に
止
ま
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
の
「
厚
生
労
働
白
書
」（
平

成
26
年
版
）
で
も
、「
保
険
料
の
負
担

が
困
難
な
低
所
得
者
等
へ
の
公
費
に
よ

る
支
援
や
、
高
齢
化
へ
の
対
応
等
の
た

め
の
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
の
引

（注１）　 医療保険給付諸費等は、医療保険給付諸費と介護保険制度運営推進費の合計であるが、金額
の約8割は医療保険給付諸費である。

（注２）　 2009年度に基礎年金国庫負担割合が3分の1から2分の1に引上げられ、それに伴う負担増部分
がＢに含まれている（09年度約3兆円）。

データ出所：財務省、厚生労働省
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図 4　社会保険費の主な内訳



き
上
げ
等
の
影
響
で
、
近
年
、
公
費
の

負
担
割
合
が
増
加
し
て
き
て
い
る
」
と

い
っ
た
説
明
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
言

わ
れ
れ
ば
皆
口
を
つ
ぐ
む
し
か
な
い
。

　

し
か
し
、
財
政
赤
字
の
原
因
に
な
っ

た
社
会
保
険
費
の
増
大
は
「
す
う
勢
的

な
少
子
高
齢
化
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な

く
、「
２
０
０
０
年
度
に
新
設
さ
れ
た

介
護
保
険
制
度
と
、
08
年
度
に
新
設
さ

れ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
あ
っ

た
の
は
図
４
を
見
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
制
度
に

お
い
て
多
額
の
政
府
支
援

が
必
要
で
あ
る
理
由
は
容

易
に
推
察
で
き
る
。
介
護

保
険
制
度
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
お
い
て
は
、

介
護
や
医
療
を
受
け
る
患

者
の
自
己
負
担
率
は
費
用

の
約
１
割
に
過
ぎ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
残
り
は
保
険

料
や
公
的
負
担
で
、
全
体

の
約
５
割
が
国
と
地
方
自

治
体
が
負
担
す
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
負
担
が
１
割
と
い

う
の
は
、
個
人
の
立
場
で

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題

は
、「
そ
れ
が
現
在
の
大

幅
な
財
政
赤
字
の
下
で
も

適
切
な
比
率
か
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う＊

。
ま
ず
は

そ
の
比
率
に
つ
い
て
、
広

く
国
民
レ
ベ
ル
で
改
め
て

議
論
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
場
合
、
以
下
の
「
事
実
」

は
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

フ
ロ
ー
は
と
も
か
く
、
ス
ト
ッ
ク
と
い

う
点
で
は
高
齢
者
は
他
の
年
齢
層
に
比

べ
て
平
均
的
に
は
多
く
の
金
融
資
産
を

持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
図
５
は
、
１
世
帯
当
た
り

の
ネ
ッ
ト
貯
蓄
額
を
年
齢
層
別
に
並
べ

た
も
の
で
あ
る
。
20
歳
代
、
30
歳
代
は

ネ
ッ
ト
で
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
が
、
60

歳
代
と
70
歳
代
の
１
世
帯
当
た
り
の
ネ

ッ
ト
貯
蓄
額
は
そ
れ
ぞ
れ
２
・
２
千
万

円
か
ら
２
・
３
千
万
円
で
あ
る
。

　

ま
た
、
図
６
に
あ
る
よ
う
に
、
60
歳

代
、
70
歳
代
の
世
帯
の
可
処
分
所
得
、

消
費
支
出
は
、一
人
当
た
り
で
み
る
と
、

他
の
世
帯
に
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
見
劣
り

す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
可
処
分

所
得
の
ほ
ぼ
全
額
を
消
費
に
回
す
と
い

う
、
貯
蓄
が
必
要
な
他
の
世
帯
に
は
考

え
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。

　

な
ぜ
、
60
歳
以
上
の
人
た
ち
の
一
人

当
た
り
の
消
費
支
出
が
高
い
水
準
に
あ

る
か
と
い
う
と
、
理
由
は
２
つ
考
え
ら

れ
る
。
一
つ
は
、
50
歳
以
下
の
人
た
ち

は
、
住
宅
購
入
資
金
や
子
供
の
教
育
・

結
婚
資
金
、
老
後
の
生
活
資
金
等
に
備

え
る
た
め
貯
蓄
が
必
要
で
あ
る
が
、
60

歳
代
以
降
で
は
、
一
般
的
に
は
住
宅
が

購
入
さ
れ
、子
供
は
結
婚
し
て
独
立
し
、

退
職
金
も
手
に
し
た
の
で
心
理
的
な
余

裕
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
60
歳
代
に
な
る
と
勤

め
先
収
入
は
ダ
ウ
ン
す
る
が
（
50
歳
代

↓
60
歳
代
▲
24
・
５
万
円
）、
年
金
等

社
会
保
険
給
付
（
＋
５
・
０
万
円
）
が

増
加
す
る
う
え
、税
金（
▲
４
・
９
万
円
）

が
減
少
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し

た
可
処
分
所
得
の
減
少
幅
（
▲
14
・
３

万
円
）
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
平
均

値
で
あ
り
、
加
齢
と
と
も
に
所
得
や
資

産
の
格
差
が
拡
大
す
る
た
め
、
全
て
の

65
歳
以
上
の
人
た
ち
の
生
活
に
余
裕
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、「
余

裕
の
あ
る
人
は
余
裕
が
あ
る
」
と
い
う

の
は
間
違
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

受
給
者
一
人
あ
た
り
の
介
護
費
用
額

は
総
額
で
月
16
万
円
、
年
間
で
は
約
２

０
０
万
円
で
あ
る
か
ら
、
所
得
あ
る
い

は
資
産
の
多
寡
に
よ
っ
て
個
人
負
担
額

を
見
直
す
余
地
は
十
分
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て

国
民
が
冷
静
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
に
も
、
分
か
り
や
す
い
情
報
の

開
示
が
必
要
で
あ
る
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

東
京
経
済
調
査
部
長　

村
山
晴
彦
）

＊ 

２
０
１
４
年
６
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
介
護
保

険
に
つ
い
て
は
15
年
８
月
か
ら
一
定
の
所
得
が

あ
る
人
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
の
割
合
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
１
割
負
担
が
２
割
負
担
に
な
っ
た
程

度
で
は
抜
本
的
な
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

（万円）
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（注）2013年平均。
データ出所：総務省

図 5　一世帯当りの貯蓄と負債

データ出所：総務省

図 6　一人当たりの所得、消費等


